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北海道西岸における対馬暖流傾圧流量の季節および経年変化

中多章文，田中伊織

北海道西岸における対馬暖流傾圧流量の季節および経

年変化について調べた。傾圧流量は４月に最低値（０．８５

Sv）になり８月に最高値（１．５９Sv）を示した後，１０月に

一度減少し，１２月に再び増加する季節変化を示した。年

平均値は１．２０Svであった。経年変化としては，５～６

年の周期を持ち，１９８８年の観測開始以来，長期的には減

少傾向にあった。津軽暖流との分配比は年平均で対馬暖

流北上流量：津軽暖流流量＝４：５と見積もられた。１０

月の流量減少には沿岸下層での水温低下を伴うもので，

対馬暖流系全体の変動との関連が示唆された。

A３５９ 北水試研報 １‐８

北海道東部太平洋海域におけるスケトウダラの年齢別分布水深

志田 修

道東太平洋海域におけるスケトウダラの年齢別分布水

深を調べるために，１９９７年５および１１月に計量魚探およ

びトロール調査を日出から日没までの時間帯に実施し

た。スケトウダラは水深５０～３００�，水温０～９℃の範囲

に分布しており，１ないし２つの年齢群またはサイズ毎

に群をつくり等深線に沿って帯状に分布しているものと

考えられた。年齢別には，０～２歳の春までは大陸棚上

（水深１５０m以浅），２歳の秋および３歳魚は大陸棚から

大陸斜面上，４歳以上の魚は大陸斜面上（水深１５０m以

深）を中心に分布しており，水深の増加に伴いサイズお

よび年齢が増す傾向が明らかであった。また，１～３歳

魚が分布していた大陸棚上の海底付近の水温は５月が０

～２℃，１１月は４～９℃と，４歳以上の魚が分布してい

た大陸斜面上の水温（１～４℃）と比較して季節変化が

大きかった。これらのことから，スケトウダラの年齢に

よる分布水深の相違は，本研究で観察された温度範囲に

おいては年齢による好適水温の違いなどに起因すると考

えられた。

A３６０ 北水試研報 ９‐１９

北海道えりも以西太平洋海域に分布するソウハチの年齢と成長

三原行雄

１９７５～１９８４年，１９９６～２０００年の１５年間に北海道えりも

以西太平洋海域で採集されたソウハチの耳石を用いて，

年齢と成長を明らかにした。不透明帯および透明帯の形

成時期は，それぞれ９～４月および５～８月であった。

縁辺部の不透明帯率の最も高い月は，６～７月であった

が，高齢魚では若齢魚に比較して，成熟魚では未熟魚と

比較して早い時期に認められた。月間成長率が最大とな

る時期は０歳と２歳では春～夏，３歳以降では冬～春で

あり，不透明帯の形成時期と一致していた。５～６月の

年齢別平均体長から推定した von Bertalanffyの成長

曲線式は、雄では lt＝３０．２６２×｛１‐e－０．１９９（t＋０．３１３）｝，雌で

は lt＝４２．８１６×｛１‐e－０．１３２（t＋０．３２２）｝であった。

A３６１ 北水試研報 ２１‐３２

１９９９年北海道北部沿岸で標識放流されたヒラメ人工魚の移動と成長

今井義弘，吉村圭三，清河 進

１９９９年５月に稚内市西岸で標識放流された総数９９７尾

のヒラメ人工魚（全長１１６～２８２�）の再捕結果により，

移動と成長を検討した。放流海域周辺では放流当年の８

月に再捕され始め，１０月頃から再捕地点が放流海域の南

側にも拡大した。再捕数は放流当年の８～１０月，翌年５

～１０月に多く，この期間に全再捕数７１尾に対してそれぞ

れ２５．３％，５０．７％が再捕された。放流後の経過日数と，

放流時の全長と再捕時の全長の差から求めた成長量ある

いは再捕時の全長との関係から，放流魚はおおよそ７～

１１月の夏季から秋季にかけて成長することが示唆され

た。さらに，放流後４２０日から５６０日までの７～１１月に再

捕された人工魚は全長３００～５００�の範囲にあり，その期

間の日成長量が０．９４�／日と推定された。

A３６２ 北水試研報 ３３‐３９
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北海道岩内沿岸における天然コンブ群落の形成と維持

赤池章一，津田藤典，桑原久実

マツカワ仔魚の初期摂餌及び生残に及ぼすナンノクロロ

プシス Nannochloropsis oculata 添加海水飼育の影響

萱場 隆昭，杉本 卓，佐藤 敦一

飼育水に添加するナンノクロロプシスが，マツカワ仔

魚の初期摂餌及び生残に及ぼす影響について解析した。

ワムシ給餌後，通水したまま飼育した場合，止水飼育に

比べて，仔魚のワムシ摂餌が劣り，初期減耗も増加した。

この原因として，通水により飼育水中のナンノが流出し

た影響が推測された。また，ナンノ添加濃度別の飼育実

験を行った結果，ナンノ添加濃度が高い飼育群ほど，仔

魚の群摂餌個体率及び消化管内ワムシ数が高かった。さ

らに，ナンノ無添加群では，実験期間中，仔魚の大量へ

い死が生じたのに対し，ナンノ添加群では減耗がほとん

どみられず，生残率は７０％以上と高かった。以上の結果，

ワムシ給餌期，飼育水に高濃度でナンノを添加すること

によって，マツカワ仔魚の摂餌活性を向上でき，併せて，

初期減耗を抑制できると考えられた。

A３６４ 北水試研報 ５５‐６３

磯焼けが持続する後志沿岸において，例外的に岩内港

西防波堤沖には，約２２～２６�の大規模な天然コンブ群落

が経年的に形成されている状況を，１９８９～１９９９年にかけ

て航空写真と潜水調査により確認した。後志沿岸におい

ても，場所により水深１５�程度まで Laminaria sp.が自生

することが明らかになった。１９９５年以降冬季の低水温が

観測され，海藻繁茂範囲の拡大，磯焼け域の減少が見られ

た。コンブ群落の５�以浅では，高い濃度の無機栄養塩

類が見られ，コンブ群落の生産力が陸域からの影響によ

り高められていることが示唆された。コンブ礁の緩やか

な海底勾配，玉石～転石からなる一様な基質の条件が，

Laminaria sp.の優占を可能にした一因と考えられた。

コンブ群落の植生は，磯焼け域に比較して，種多様度が

高かった。調査海域の水深４～５�以深には，多数の

Laminaria sp.の２年目藻体が出現した。コンブ礁では，

波浪による物理的攪乱により裸地が形成され，Laminaria
sp.の入植と優占が促進されると考えられた。繁茂域の

ウニ類密度が低く維持されていることには，物理的攪乱

が関係していると推察された。

A３６３ 北水試研報 ４１‐５４
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